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徳島大学医学部医学科・栄養学科・保健学科
学部学生の皆さんへ

徳島大学医学部長　玉置俊晃

新型インフルエンザへの対応について

阿波踊り参加者を中心に，徳島大学学生の新型インフルエンザ感染が増加しています．さらに，阿波踊りに参加していない学生の発症も確認されました．蔵本キャンパスには附属病院があり，免疫不全を含め重症の基礎疾患を持つ患者さんが，多数来院・入院されています．このような患者さんが新型インフルエンザに感染した場合，病状の重篤化が懸念されます．現在は感染者との濃厚接触後１週間が警戒期間とされていますが，このような状況を考慮し，患者さんおよび医療従事者や学生間の新型インフルエンザ感染拡大を防ぐため，１０日間を目途に下記の感染拡大に対する対策を行います．学生の皆さんはこれを厳守してください．なお，今後の状況の変化によって，対応が変わる可能性もありますので，今後の動向に注意してください．
記

１）医学部医学科・栄養学科・保健学科のすべての講義・実習を平成２１年８月３０日まで休講とします。
学生の皆さんは，この期間，自習スペースや図書室等の使用，クラブ活動，生協・食堂・病院ローソンなどの利用を含めて，大学（蔵本キャンパスおよび常三島キャンパス）へ登校してはいけません
２）休講期間中は原則として自宅待機とし，外出は極力控えてください．友人宅に集まったり，集団で行動することも控えてください．

３）うがい，手洗い，咳エチケットを励行するとともに，医療機関や混み合った場所に行く場合や濃厚接触の可能性がある場合はマスクを着用してください．
付記：

＊上記以外については，８月３日付の副学長（教育担当）通達を参照してください．
＊インフルエンザ（新型，Ａ型いずれであっても）と診断された場合は，必ず学務課に連絡してください．

＊一般的に，新型インフルエンザおよびＡ型インフルエンザ罹患者は，発熱等発症後７日間を経過し，かつ，
解熱後４８時間を経過していなければ登校してはいけません（この期間は感染力を有している可能性あり）．

＊新型インフルエンザおよびＡ型インフルエンザの感染者と濃厚接触した場合は，潜伏期間である接触後７日間はマスクを着用してください． 

＊濃厚接触の目安は，「対面距離１～２メートル以内での１０分間以上の接触」です．
以上
